
川上徹 待望の CD〈Blessing Notes〉発売開始 

 

 

 

 

 

【収録曲】 

シシリエンヌ （マリアテレジア v．パラディス） 

母の教えたまいし歌 （A．ドヴォルザーク） 

随想曲第三番 （宮川彬良） 

ベルシューズ （G．フォーレ） 

白鳥 （C．サン＝サーンス） 

鳥の歌 （カタロニア民謡/P．カザルス編曲） 

森の静けさ （A．ドヴォルザーク） 

チェロソナタより第三楽章 （S．ラフマニノフ） 

トロイメライ （R．シューマン） 

エレジー （G．フォーレ） 

はるの子守唄 （渋谷牧人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

川上 徹 
桐朋学園高等学校音楽科にて学ぶ。 

桐朋学園大学 3年生時にアスペン音楽祭に参加。巨匠ザラ・ネルソヴァ女史に認められ、米国シンシナティ音楽院に学

費全額免除（奨学金）を得て留学。留学中にサンタバーバラのMusic Academy of the Westに参加しBest strings player 

prizeを受賞する。後にハンガリーへ渡り、F．リスト音楽院にて研鑽を重ねる。 

帰国後、仙台フィルハーモニー管弦楽団初めての首席チェロ奏者に就任、神戸室内合奏団の第一首席奏者を経て、小

澤征爾氏の承認を受け新日本フィルハーモニーの首席奏者に就任。 

日本室内楽コンクール第二位、ロンドン国際弦楽四重奏コンクールにてメニューヒン特別賞を受賞。英国の音楽雑誌に

て P．ヒンデミット作品の演奏について、「作曲家自身が所属していたアマールカルテットを上回る出来」と絶賛される。 

2012年にはデリック井上指揮の新日本フィルとドンキホーテを共演し好評を博す。 

外山雄三、円光寺雅彦、梅田俊明、ゲルハルト・ボッセ、クリスチャン・アルミンク、山下一史の各氏と共演。井上頼豊、ザ

ラ・ネルソヴァ・シャンドール、デイヴィッチ・ジャック、カースティンの各氏に師事。 

サイトウキネンオーケストラメンバー。愛器は 1750年製のマンテガッツァ。 

 

 

 

 

 

 

お問合せ： atsuta.akio.clarinet@hotmail.co.jp または 080-1902-9718（熱田）まで 

CD発売記念ライブのお知らせ 

演奏 ： 川上徹（Vc） 大石邦子（Pf） 熱田昭夫（Cl） 

日時 9月 25日（日）15時開演 

会場 音楽交差点（岡山市北区青江）電話 086-206-3986 

料金 一般 3000円/小中高 1000円 

日時 9月 27日（火）19時開演 

会場 音楽喫茶みき（徳島市川内町鶴島）電話 086-665-6678 

料金 2000円（飲食代別途） 

日時 9月 28日（水）14時開演 

会場 名曲喫茶時の回廊（倉敷市下津井）電話 070-5522-1622 

料金 2000円（珈琲付） 


